
令和元年(平成31年) 

消防概況

土岐市消防本部 
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○ 火災件数 
   令和元年（平成３１年）中における市内での火災件数は２２件で、平成３０

年と比べると７件の増加となりました。 

○ 死傷者 
死傷者数は７名で、内訳は､死者１名､負傷者６名でした｡ 

○ 消防団の出動 
２２件発生した火災のうち、消防団が出動した件数は７件でした。 

○ 原因別 
原因別では、ストーブ１件、たき火１件、放火・放火の疑い２件、その他

１３件、不明・調査中４件でした。 

○ 火災種別 
火災種別ごとに見ると、建物火災が１６件で最も多く発生し、車両火災３

件、林野火災２件、その他の火災が１件発生しました。 
 

○ 土岐消防の対策 
毎年火災により尊い命や財産が失われ、死傷者の多くは住宅火災で発生し、

その多くは高齢者となっています。 
消防本部では、火災による死傷者を低減するため、住宅用火災警報器設置

の呼びかけなどの「住宅防火対策」、警戒巡視などによる「放火火災防止対
策」、各施設への立入検査および消防訓練の立会いなどによる「不特定多数
の方が利用される施設や、福祉施設などの防火安全対策」を重点推進項目と
して火災のない安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

 

過去の火災状況と昨年との比較 
  

平成２９年 平成３０年 
令和元年 

（平成３１年） 
増減 

火
災
件
数 

合計 ２２ １５ ２２ ＋７

建物火災 １４ ９ １６ ＋７

林野火災 １ ０ ２ ＋２

車両火災 ３ １ ３ ＋２

その他の火災 ４ ５ １ －４

死
傷

者
数 

死者 ２ ２ １ －１

負傷者 ６ ４ ６ ＋２

損害額（千円） ５５,２２１ ４５,７７７ ※８３,８２１ ＋３８,０４４

                 

 

火 災 概 況 

前年と比較すると､建物火災の件数が大幅に増加しました。

※令和元年 12 月 2 日、12 月 26 日の火災損害額については調査中のため含まれていません。
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土岐津 下石 妻木 鶴里 曽木 駄知 肥田 泉 市外

月別火災件数 

地区別火災件数 

住宅用火災警報器 取り付けていますか？ 

● 設置した場合死者数が４割減少 
  ※住宅火災 100 件あたり（総務省消防庁） 

● 設置したら定期的に作動の確認を 

● 設置後 10 年を目安に交換しましょう 

 

【住宅用火災警報器設置箇所】 

【調査結果】 

土岐市 岐阜県 全国 

７８．６％ ８０．９％ ８２．３％ 

※岐阜県と全国の設置率は令和元年 6 月 1 日時点 

令和元年度住宅用火災警報器設置状況について 
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○ 救急件数 
令和元年（平成３１年）中における救急件数は２，８３８件で、平成３０

年の２,７１７件と比較して１２１件の増加となりました。これは、1日平均

約８件出動したことになります。 

搬送人員は２,７０６人で市民約２１人に１人の割合で救急搬送されてい

ることになります。  

全国的な高齢化の進行により、本市においても全搬送人員の約７０％を 

６５歳以上の高齢者が占めています。 

（令和元年１１月末日の人口５８,００３人より） 

○ 最も多く発生した事故種別は急病 
救急事故種別では、急病１，７６３件で平成３０年と比較して１０５件の

増加、一般負傷４６２件で５件の減少、交通事故１８６件で１２件の増加、

その他４２７件で９件の増加となりました。 

○ ３２％は軽症程度 
救急搬送した２，７０６人のうち３２％にあたる８７１人の方が、医師に

より入院の必要がないと診断された「軽症」の方でした。本当に救急車が必

要な人のもとへ１秒でも早く救急車を到着させ、大切な命を救うために、救

急車の適正利用にご協力をお願いします。 

 
過去の救急状況と昨年との比較 

  平成 2９年 平成３０年 
令和元年 

（平成３１年） 
増減 

救
急
件
数 

合計 ２，５４６ ２，７１７ ２，８３８ ＋１２１

急病 １，５２６ １，６５８ １，７６３ ＋１０５

一般負傷 ４５９ ４６７ ４６２ —５

交通事故 １７８ １７４ １８６ ＋１２

その他 ３８３ ４１８ ４２７ ＋９

搬送人員 ２，３９７ ２，６１７ ２，７０６ ＋８９

１日平均件数 ６．９８ ７．４４ ７．７８ ＋０．３４

軽症

32%

中等症

56%

重症以上

12%

傷病程度割合

救 急 概 況 

６ ５ 歳 以 上 の 救 急 事 案 が 全 体 の 約 ７ ０ ％ を 占 め て い ま す 。

軽 症…入院を必要としないもの 

中等症…傷病の程度が重症または軽症以外のもの 

重 症…３週間以上の入院加療を必要とするもの 
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地区別救急件数 
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○救助件数 

  令和元年（平成３１年）中における救助件数は２３件で、平成３０年と比較し

て４件の増加となりました。 

○最も発生した事故種別は交通事故 

  土岐市では救助件数のうち交通事故が３９％を占めています。土岐市について

は多数の幹線道路が整備されており、高速道路についてはジャンクションの設置

もあり非常に多くの車両が往来することから交通事故が発生しやすい地域と言え

ます。 

過去の救助状況と昨年との比較 
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土岐津 下石 妻木 鶴里 曽木 駄知 肥田 泉 市外

  平成 29 年 平成 30 年 
令和元年 

（平成 31 年） 
増減 

救
助
件
数

合計 ２６ １９ ２３ ＋４

交通事故 １７ １５ ９ －６

その他 ９ ４ １４ ＋１０

活動件数 １５ １２ １８ ＋６

救助人員 １５ １４ １９ ＋５

救 助 概 況 

交通事故による救助事案が全体の約４０％を占めています。 

地区別救助件数

月別救助件数 
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